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〔 新規事業に至る背景Ⅰ 〕

•入所施設の課題

重度、高齢化 強度行動障害のある利用者さん像の方と高齢、

重介護、一部要医療の必要な利用者さんの混在した環境

＊唯一の入所施設としての24時間の支援の中でその役割を果

たしてきているが、利用者さん個にとってのよりふさわしい環境

となっているか？ オールマイティではない入所施設の課題

・地域の課題として

地域の実情においては近年、GHが増加傾向となっているが、行

動障害の状態を含む重度の障がいのある方の住まいの場の不

足状況は依然として課題が大きい。また老障支援の状態のご家

庭など含め、短期入所の利用ニーズはより増大している。



〔 新規事業に至る背景Ⅱ 〕

• 入所待機者の課題（夜間支援のニーズ）

（地域における夜間支援機能（短期入所）の役割の確認）

そもそも…（短期入所のサービス概要）

居宅においてその介護を行う者の疾病その他の理由により、障害者支援施設、児童福

祉施設等への短期間の入所を必要とする障害者等につき、当該施設に短期間の入所をさ

せて、入浴、排せつ及び食事の介助その他の必要な支援を行う。

（現実的には様々なニーズが地域にはある）

・利用の長期化（いわいるロングステイ状態～暮らしの場に）

・定期利用（定期的な利用により地域生活が維持継続、充実安定）

（本人目的／レスパイト目的）

・緊急時の受け入れや対応

・学齢期等の体験の機会として

・行動障害等を呈する利用者の支援（アセスメント、見立て）目的



〔 何が必要か？ この数年間で検討してきたこと 〕

住まいの場所／活動の場所／本人に合わせた環境・暮らし方

➡ これまでのガルでの実践、利用者さんの「ニーズ」「願い」を通じて

グループホーム整備計画 図面検討

地域で支えることのできる機能

➡ 障害者自立支援協議会 住まいの場の検討会 多機能拠点Proにおいて、地域生

活支援拠点における地域に必要な資源、機能の検討／提言

職員の専門性の向上（採用、育成、処遇、組織力） 今後も継続

➡ 日々の24時間の実践、自閉症・行動障害のある方への支援 かほんの機能

入所施設の変容

➡ 再編へ（ガルが設立より26年、唯一の入所施設として、より地域でお困りのニーズに

応えてきました。平均年齢も上がりました。改めてそれぞれの利用者さんにとってより

良い暮らしを創造していくための変容、変革の時期。



【大津市障害者自立支援協議会】

〇住まいの場のこれから検討会

・2015年から検討会の実施

・2017年大津市へ提言書作成
（具体的な住まいの場の提案など含
め資源整備に向けて）

〇多機能拠点プロジェクト会議

・2019年から地域生活支援拠点の会
議として継続議論

・2020年～21年には生活介護の利
用者さんを対象に住まい等に関す
るアンケート調査を実施。

改めて、地域における住まいの場の
不足状況や切実な課題が明確になる



障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支援のための機能（相談、体験
の機会・場、緊急時の受け入れ・対応、専門性、地域の体制づくり）を、地域の実情

に応じた創意工夫により整備し、障害者の生活を地域全体で支えるサービス提供体制を構築
。

体験の機会・場

●地域生活支援拠点等の整備手法（イメージ）
※あくまで参考例であり、これにとらわれず地域の実情に応じた整備を行うものとする。

各地域のニーズ、既存のサービスの整備状況など各地域の個別の状況に応じ、協議会等を活用して検討。
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square【 事業の柱 － 目的 － 】

・ 入所施設で完結しない暮らしの広がりへ

～ 無理のない地域生活への移行 ～ 段階を踏んだ施設の地域化へ

・ 入所施設の過密状況の緩和～個別ニーズに基づいた再編

個別ニーズに基づいた

「ふさわしい暮らし」の

カタチへ

• 重度の障がいのある人の「住まいの場」の整備

•行動障害のある人の地域生活のモデルづくりへ

地域のニーズ（実情）に

合わせた住まいの場の

資源整備

• 地域での暮らしを支える短期入所のアセスメント機能

～（仮）市･強度行動障害短期入所受け入れ特別支援事業～（検討中）

• 緊急時の受け入れ ～地域生活支援拠点居室確保事業～

地域生活を支える

短期入所の有目的機能



square

安心して

暮らす

専門性を

広げる

地域と

つながる
人が育つ

【 事業の４つのコンセプト 】





〔 計画の概要Ⅰ 〕

【 事業内容Ⅰ 】

● 重度対応型ＧＨの整備

定員７人／定員７人／定員６人 （各短期入所枠１床含）

計３グループホーム （２０床想定）

＊利用者状況により１ユニットあたりの人数は短期入所・体験枠と合わせて調整

[ 利用者想定 ]
〇 ステップ広場ガルから新規ＧＨへの移行 ⇒ ６～９人程度を想定

〇 地域からの入居受け入れ ⇒ ８人程度を想定

〇 短期入所（中期・アセスメント･体験・緊急等）⇒３床（設置上・各ホームに１床）

＊ＧＨ運営の類型は内部包括型

【 事業内容Ⅱ 】

● 生活介護活動棟整備

平屋建て／(入所者の日中活動の場所及び地域からに通所を想定）

＊障害者支援施設の増築として実施



〔 計画の概要Ⅱ 〕

【 地域生活支援拠点の機能】

① 緊急時の受け入れ（面的整備における短期入所の機能活用）

② 体験の場（体験入居及び一定期間のアセスメント等の目的を明確にした短

期入所機能 ： （仮）市･強度行動障害短期入所受け入れ特別支援事業）

③ 人材の育成の場

（ステップ広場ガル・新設グループホームにおける連動した人材育成の機能）

④ 相談支援（専門相談「かほん」の機能／一般・計画相談「みゅう」との連携）

⑤ 地域の体制作り（地域生活支援センターとの連携／自立支援協議会の参画）



〔 計画の概要Ⅲ 〕

【 特に重点的な機能として 】

① 発達障害者支援センターかほん（地域支援課：旧行動障害サポートセンター）

の専門機関としての機能の拠点化

・ アセスメントベースの支援の体系化

・ 地域全体の支援の質の底上げのための研修の体系化）

② バックアップ施設（ガル）との連携 （応援支援体制／災害・防犯対策）

その他、法人内グループホームの緊急時のバックアップ機能

看護師の配置／ヘルプステーションの活用等を今後具体的に検討



〔 計画の概要Ⅳ 〕

【 その他 】

① 地域に必要な資源として整備されるよう、法人内での検討と並行して大津

市自立支援協議会での検討の場を並行して進める。

② 市、県の理解と協力が必要であり、地域にとって必要な資源として整備が進

められるよう協議を重ねる。

③ ご家族の理解と説明、地元地域の理解が進む形での経過が必要であるため

随時、必要な動きを行う。

④ 入所施設の地域化、重度の障がいのある人が地域で暮らすためのモデルと

なるよう計画を進める。
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